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叙事詩の宗教哲学
Mok§adharma－parvan和訳研究（XI）

茂木秀淳

〈Mok§adharma和訳＞1

［207章］（＝D．214章，7764－7792）

師匠は言った。

　ω　ここで私は，聖典を眼として，正しく（真理鋼達の）手段を語るであろう。それを認

　　識して2行動すれぽ，英知ある者は3最高の境地を得るであろう。

　（2）あらゆる生き物の中で，人馬（puru§a）が最もすぐれていると轡われている。人間

　　の中では再生族が，再生族の中ではマントラを語る者が4（よりすぐれていると）言われ

　　ている。

　（3）あらゆる生き物の中ですぐれているのは，一切を知り，一切を見，ヴェーダの真理を

　　知り，真理の意味について聖断とした境地をもつ5彼のバラモンたちである。（cfJohn－

　　ston，　Early　S巨1pkhya，　P．49）

　（4）眼の損なわれたものが道でもろもろの困難に出会うのと同様に，知識のない者は世閥

　　で（困難に出会う）。従って，知識ある者がすぐれた者である。

　（5）ダルマ（教義）を望む者たちは，伝承に従って，それぞれの教義を崇拝する。しか

　　し，彼等には，次の徳性なしには，（バラモンとP）共通の堅固6はないのである。

1本稿は『叙事詩の宗教哲学一Mok§adharma－parvan和訳研究（X）一』（信州大学教育学部研究紀要第92

　号！998年3月）に続くものである。略号などは前稿に準ずる。

　なお本稿から，ニーラカンタの注のみならず，プーナ校訂版のapparatus　criticusに雷及されているアル

　ジュナミシュラなどの注釈も必要に応じて脚注に付することにし，その略号は，校訂本と同じものを用い

　ることにした。すなわち，アルジュナミシュラ注は略号Ca．，ヴィドヤーサーガラ注はCv．，パラマーナンダ

　注はCp．である。ニーラカンタの注については，　apparatus　criticusに挙げられている部分については略

　号C11．をもって言及する。　P．とDの異嗣については，填末な箇所は省略した。

　また，｝lopkins，EW．教授始め可能な限り先行論文への欝及も記すことにした。略号は，その都度論文冒

　頭に示すことにする。

　　Hopkins，E．W．，　y∂gα吻面z吻6切’ぬ6　Gγ露動記，　JAOS　voL22，　pp33ひ379，190L　（略号：Hopkins

　　　こ1901D

　　Hopkins，EW．，　Great　Epic　of　India，！901（Reprint　1978）．（略号：｝lopkins　IGreat　Epicl）

　　George　C．O．Haas，　Recurrent　and　Parallel　Passages　in　the　Principa！Upanishads　and　the

　　Bhagavad－Git置，　JAOS，　voL42　pp．1－43，！922．　（略号（Haas［1922］）

2P．　tadvi節盃n盃。　D．　tattvaj海nac

3P．　praj溢a奪D．　ralan

4P．田antrav盃dinah　D．　mantra（墨ar6inah

5P．　tattvarthagatini§caya麺　D．　tattv議rtha募ata－

6　arthasarn盃nyaηユ　Ca，　salnanyar｝1　salpanadhar三喩蟄§rayaparp／sanユ盃natva寝〕dharlnasya　sarvacarap1一

　yatva甲　N．　arthasam置nya単Phalasamya憩mol｛§欲hya甲nirati§aya獅
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（6）（その徳性とは）言葉・身体・心の清浄さ，忍耐，真実，堅固，記憶（である）。あら

　ゆる教義において，（それぞれの）教義に通じた者はこれらの徳性を知らしめている。

（7＞ブラフマチャリヤ（梵行）として伝えられているこのブラフマソの姿は，あらゆる生

　き物よりも7すぐれている。それによって，人々は最高の境地に赴く．のである。

（8）（最高の境地では2）特微との結合は滅し，身体との接触は避けられており8，耳によ

　って聞き，眼によって見，

（9）舌によって味わうこと，それらは9見られない（parivarlitam）。理性による決断によ

　ってこぞ0，ブラフマチャリヤは汚れなきものとなるのである。

⑳正しく振る舞うものはブラフマンの世界を得るであろう。中間の者は神々の（世界を

　得るであろう）。（正しさの）より少ない振舞いに住する賢者は，すぐれた再生族として

　生まれるのである。

ω　ブラフマチャリヤは行なうのが非常に難しい。そこへ至る手段について，私の言うこ

　とを聞け。（まず）再生族は活動的にしで1高ぶる心を12制御しなくてはならない。

（12）若い女たちの話は王3聞くべきではない。裸の女たちを見てはならない。時々14女たち

　を見ること（だけでさえ）も，ラジャス（熱情）は力弱ぎ男どもに至るであろう15。

（13）（女への）愛着が生じた場合には16，クリッチャラを行なうべし。（cf，Man姐11．213）

　三日間17水に入るべし。また眠りに落ちたものは心で三回罪落としの睨文（アガマルシ

　ャナ賛歌）を18唱えるべし。（cfBrh。　Upa　6．4。4－5）

（14）賢明なる人は，知識と結びつき広がった心によって（Pmanasa　sa甲tatena），内部の

　ラジャスからなる19罪悪をこのように焼きつくすべし。

㈲　死体の不浄さと結びつくことは20清浄な行為の足枷であるのと同様に，身体の中にい

　るアートマンにとっては身体が足枷であると知るべし。

㈲　人のもろもろのラサは，脈管の網を通って，体風・胆汁・粘液2’・血液・皮膚・肉・

　筋肉・骨，そして骨髄を22満たしている。

7P．　sarvabh看tebhyas　D．　sarvadharmebhyas

8P，　char1raspar§avarlitarp　D．　chabdaspar§aviNzarl至之a載｝

9Pjihvaya　rasana甲yac　ca　tad　eva　I）．　vaksambha§apravτttalp　yat　tanma鳶a無

！0P．　ca　vyavasayena　D．　cadhyavasly1ta

ll　P．　sa甲pravrtta卑　　D．　sa！Pprad1ptai聰

12P．　mana摯　D．　raja奪

13P．　kathah　D．　katha

14P，　kad琶cid　D．　kathalncid

15P．　durba黛n　avi§ed　D．　durbalanam　v嬉e（i

！6P．　ragotpat亡au　D，　ragotpanna§

17P．　ahnas　tr海　D，　maharti恥　Cn．　mahart海§ukravζd（lhy盃tyanta甲piζlita摯

18aghamar§am　Cs．　agharma§a皐a甲／agharma§a頗khye簸aζ§i嚥d獣a膿，τta亙p　ca　satya甲ca（尽V．10．

　190）ityadikarp／

19P、　an亡arbh霞tarp　rajomayam　D．　antarbh看亡aralomayam

20ku鎮apalnedhyasa甲yukta甲　N．　kupapeti§arlr譲ntargata甲Ina1盃ntra暮ユtadyath盃d想ha甲bandhanam

　evalT1（玉eha盃t1ηano　dζζlhaba蔦dha簸a室a至之y　artha単

21　P。vatapittakaphan　　I）．　vatapittakaph言d

22P，　majj置寧caiva　王）．】宴〕aj麺甲deha単
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（17）ここで五種の感窟に性質を運ぶ（pa配el｝dr｛yag噂avah的）脈管（dhamani）は十本

　であると知るべし。それ（十の脈管）によって他のより細い千の脈管が（体内に）広が

　っているのである。

㈱　このように，これらの脈管の川は，ラサを水としてもち，身体の海を，時にあわせ

　て，満たしているのである。もろもろの川が海を，時にあわせて（満たすように）。

（19）ここ心臓の真ん中にある「マナスを運ぶ（manovah濁」23という名の！本の脈管

　（§ira）が，願望より生じた男の精液をあらゆる四肢を通して放出するのである。

⑳　なぜなら，あらゆる四肢に広がっているもろもろの脈管はそれ（malloval壊）に従っ

　ているからである。（たとえば）火の性質を（taijasa甲guβam）運ぶ脈管は両眼に達し

　ているのである。

⑳　牛乳の中にあるバターがかき回し棒によって24かき回されるのと同様に，精液は（女

　の）身体への願望より生じたかき回し棒によつで5かき回されるのである。

（22）夢においても同様に，心の願望より生じた熱情が26生じるに従って，（女との）接触

　なしに生じた精液を27，この者の（asya）脈管（ma1熊ova臨）は身体から放出するので

　ある。

㈱　偉大な聖仙アトリは，この精液の発生を知った。（それは，ラサと脈管と願望の）三

　種を原因とし28インドラを神格とする故に，インドリヤ（indr云ya感官）と養われてい

　る29。

（2の生き物の混合をなす精液の様子を（§ukragati甲）知るならぽ，愛着を離れ，欠点を

　焼きつくし，（次の）身体の発生に至ることはないであろう。

（25＞（その人は）心によってもろもろの性質の均等性に達した後，もろもろの気息を，身

　体維持の行為を行う（～）30脈管（manovaha）31に押出して，臨終の時に解放されるのであ

　る。

（26）（その巨寺）心のみが輝き汚れなく清らかに広がっている32という心の認識が生じるで

　あろう。ここに偉大な人々の完成があるのである33。

23　nユanovah議　　N．　a§vatthapatrallaζIlva　dvisapta§at匪dhika／naφ1　manovahety　ukta塁｝yoga§盗§婁rav｛§ara－

　daih　iti

24　khajai麺　　Ca．，　Cn．，　Cs．：khajai垣1憤anthanadapζlai摯

25　dehasalpka至pajai13　khajaH3　stridar≡…aaaspar§a鷺adibhi垣

26　raja麺　　N．　raja転§ζrfr盃ga垣

27　正）．§ukraln　aspar§aja1罫　　1）．§ukra甲salユ、ka里pajarp

28tribilam　N．　tr恥i　a憲1naraso　manovaha　naφsa甲kaipa§ceti　b1jalli　yasya

29このようなindriyaの語源解釈については，水野弘元「根Indriyaについて」印仏研第14巻2号昭和41郊

　弗5頁を参照。

30P．　dehakarlna　D，　dehakarma　N．　dehakarma　deha倉irvahal鷺atr盃rthalp　karma　yasya　bahyaprav誓一

　ttl§Unya　lty　arth的　この金成語については，　D．の読みの方が，「身体を維持するだけの行為をする者

　は」と主語が明承されることになり，理解しやすい◎（cf．Hopkins　a901］p．346）

31　nlanovaha　　Hopk｛ns：7ηα730〃αゐα7㍑（sic）　（王｛opkins褻1901］　P．346）

32P，　pratayate　D．　pra毒yate

33P．　divyaln　atra　siddllalp　D．　nityalp　mantrasiddhalp
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⑳従って，それ（心）を損なわないように34清浄な行為をなすべし。ラジャスとタマス

　を捨てた後，動物の状態となることはない35。

（28）若い聴に獲得した知識は，老齢によって力は弱まる。熟した理性をもつ者は，時がた

　つにつれて，精神的な力を得るのである。

（29＞困難な道を越えるように，グナの束縛を越えて，もろもろの欠点を見るならぽ，その

　時，それらの欠点を越えて不死を獲得するであろう。

［208章1（＝D215章，7793－7820）

師匠は36言った。

　（1＞際限のない川宮の対象37に執着している人々は苦しむ。しかし，執着なき偉大な自己

　　をもつ人々は，最高の境地に赴くのである。

　（2）誕生・死・老齢の苦，病気，心の疲労が3s充満しているこの世界を見て，知恵ある者

　　は解脱に向かって努力すべし。

　（3）雷獣と心によって，（そして）身体によって利己的なことが為されなけれぽ

　　（anaharpkτt的），清浄となるであろう。知恵ある乞食者は，心静まり願望を離れ39，

　　快適に振る舞うであろう。

　（4）あるいは，生き物に対する慈悲によって心の執着を見るべし。（しかし）ここでもま

　　た，世界は行為の結果であると認識して，無関心を40実践すべし。

　（5）以前に為したよき4烹行為，あるいは悪しき行為，それ（の結果）を人は獲得するので

　　ある42。従って，言葉と理性の行為によって43，清浄な行為を為すべし。

　（6）不殺生・真実語・あらゆる生き物に対する誠実さ・忍耐・注意深さ，これらをもつも

　　のは，安楽となろう。

　（7）この最高の教義を44，あらゆる生き物に安楽をもたらし苦から引き出すものと知る者

　　は，真理を知り45安楽とな：ろう。

　（8）それゆえ，理性と結びついた心をもろもろの生き物に向けるべし。呪ってはならず，

34P．　tadavighataya　D．　tadabhigh飢員ya　饗，　tadabhighataya　mallona§aya　P．とD．ではマナスの扱いが

　反対になる。

35P．　tiryaggat量m　apnuyat　D．　yathe§ζa夏P　gatiln　apntly飢

36P．　gurur　D．　bhf§鵜a

37durante§v圭ndriyarthe§u　Deusse11：dell　Ubel　endigenden　Sin貧endinge11

38P．　manasah　klamaih　D．　mallasaklamaih

39　nirapek§a§　Ca．，　Cs．：a｛rapek§a13　rnamatarahita阜

40　upek§衷rp　　Ca．　yavac　chi§yavabodha1鷺eva　kUPalp　kUtvゑtata　upek§aya　vartitavyarp／paralnatn｝a－

　cintanaprat1patvat　kτpaya蔭

41P．　prak§ubharp　D．　syac　chubha甲

42P，　tad　up議§nute　D．　yadi　va§unte

43P．　v置gbuddhikarrnabh恥　D．　v盃bud（玉hil｛armab薮i琢

44D．はこの句の蔚に

　　　tasm議t　samahitalp　buddhy盃mano　bhOte§u　dharayet／（＝P．208．8ab）

　を揮臥して，この句とあわせて2行詩としている。

45P．　tattvajfね垣　D．　sarvaj負a奪
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　羨んでもならない。目的なきこど6，真実でないことを思ってはならない。

⑨無書のヨーガ（一葉を用いないこと）の実践によつで7，心の知識は生じる48。ある

　いは真実の書葉を語りたき者は49，微妙な教義を考慮して，真実にして暴力なきそして

　偽りなき言葉を語るべし。

㈲　偽りなき，激しくなく，傷つけることなく，陰口のない言葉を，ありのままにそして

　短く，散漫でない意識をもって語るべし。

（ω　もしも，執着をもって語るか，あるいは執着を離れて語るかするならぽ，（その状態

　は）書函によって知られる50。理性によって制御されていない心51によるタマス的な行

　為は，ラジャスの状態にある（ralobhUtair）諸器官による行為によって52理解されるの

　である53。

α2＞彼（そのような行為を行う人）は，この世で苦を得た後，地獄へと生じるのである。

　それ故，心・言葉・身体によって自ら確園として振る舞うべし。

㈱　雑多な羊の荷物が54泥棒たちによって，悪しき方向であると55知って運ばれるかのよ

　うに，無知な人々は輪廻を運ぶのである。

（14）この泥棒たちを56捨てて，よき方向へ行くべきなのと同様，ラジャスとタマスの行為

　を捨てて，安楽を得るべし。

㈱　疑いの余地なく願望を離れ，あらゆる所有物から解放された人は，（人から）離れて

　行動し，食べ物は少なく，熱力を有し，感官は鰯御されている。

㈲　知識によって疲労は焼かれ，ヨーガの実践を喜びとし‘7，気力にあふれた人は，揺る

　がない心によって，かの最高の境地を獲得するのである。

（17）堅固さをもち，気力あふれる人は58，必ずや理性を制御すべし。（制御された）理性

　によって心を調御すべし。自分の心によって対象を（制御すべし）。

⑱制御された感官をもち心を支配する者にとって，彼の（感官という）神々は59歓喜し

46　abaddha甲　　Ca．　abad（玉harp　asa！pbaddhal罫nirarthakarp　　Ca．　svasyayogyaΣP

47P．　av藝gyogaprayogeOa　D．　v盃。盃lnoghaprayasella　Ca．　vagyogo　bahujalpanam／ta（lvipar1tena　mita－

　vakprayogena／／＿lnanol蟻a三ユuirva寧ana／／

48D．はこの句の前に，

　　　athainoghaprayatllena　n｝ano　j煮ana獅tat　pravartate／

　を挿入し9cd句とし，　P．8cd，9abと共に3行詩を作り第9詩節としている。

49P，　vivaksata畷　D．　vivaksata　ca

50P．▽護kprabし足ddho　hl　salllragad　D．　vakprabaddho　hi　sa江ps盃ro　Ca，　pr護k　prabしIddha尊prathamarp

　prabuddha球　virago　bh｛ltva　／　v議kprabuddha　lti　lくecit　pa書hanti　／　vy褒cak§ate　ca－prabu（1（玉halp

　prabodha麺tatra噸g　eva　li農gam　iti／tad　a§abdam　asa甲gatam／

51P．　buddhy温hy　agnigτhitena　D．　buddhy譲py　anugゆitena

52P．　kamユa舩　D．　karm盃ni

53D，はこの旬（P．／1ef）を13abとして第13詩病を三行詩にしている。

54　王）．prakirβal鷺eξlabharo　　D．一bhara甲

55pratilomalp　di§a甲　Ca．，　Cs．；pratiiom医lp　corasah｛t哲m　eva　di§am

56P．　dasyUn　D，　dasyu摯

57prayogaratiり　N．　prayQgo　yogapg盃n議m　a烹、u§th護11a単tatra　rati皐prltir　yasya　Ca，　prayogarat恥

　prakr§ζayoge　atyarthaln　asaktah／

58atnユavan　　N．潰tlnav議n　buddhilnaa

59　devata毎　　Ca．，　Cp．：devataね　indriy盃pi　／　salppraka§ante　praka§ayarユti　（Cp．　praka§a甲　y貢nti）　Cs．

　devat潰§ca　ta　nlahadaha導ユkarabh資taln員tr置dyabhimaninya垣§aτlrasthit置veditavya奪
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　て輝き，彼の自在者に60赴くのである。

⑲　それら（感官）と結びついたマナスから61（アートマンはP）ブラフマンのごとく62輝

　き出るのである。これらすべての（感官が）除かれた時63，（彼は）ブラフマンとなる

　にふさわしい。

（20＞あるいは，（このように）進まないかもしれない。（その場合には，）ヨーガの聖典に

　よって6生明すべきである。それによって聖典からなる聖典が習潰となるもの（P），それ

　を行なうべし65。

⑳　穀粒・油粕・醗酵粥・野菜・大菱・引き割麦66，そして根と果実や施し物を67かわる

　がわる68食べるべし。

（22）食事は，場所も絶間もサットヴァ的と（明るいものと）決められているが69，実践に

　かなう食事に70，吟味の上従うべし。

（23）実践されたもの7主を妨げるべきではない。ゆっくり火を捌きFくする72かのように，増

　大させるべし。（実践されたものは）知識によって増大し，それから73，知識は太陽の

　ように輝：くのである。

（24）知識を支配する無知が，三界を支配している。知識は，認識に従う時74，無知から引

　き離されるのである。

㈱　（人と永遠なものとは）異なるものであるから，そして（両者は）結合しているか

　ら75，嫉妬深い者は永遠なるものを知ることはない。この両者の76完成を知り執着を離

　れた者が，解脱するのである。

㈱年齢を超えた者は77，老－齢と死に打ち勝ち，永遠にして不死の，そして不滅不動のブ

60tam　i§varalp　N．　talp　yoginam夏§varaIp　Deussen：zu　ihrem　Herrn［dem　Manas］

61　P，sarpsakta1γ1anaso　D．　sa憩yuktalna簸aso

62P．　brahmavat　D．　brahma　tat

63P．　eta嬉capagatai尊sarva圭r　D．§anai§cゑpagate　sattve

64yogatantra恥　Ca．　yogatantra海adhyatma§員stroditair　yamaniyamadlbh幻yogata鷺traについては
　Hopkins［1901］p．352，fn．！参照。

65P．　yena　tantramaya甲tantra甲vτtt恥syat　tat　tad琶caret／　D．　yena　tantrayatasもantravrttib　syat　tat

　tad員caret／　Cv．　vτttih　livanopaya麺　P．のこの句の意味は明瞭ではない。

66P．　ka摯apipy盃kakulma§a§akayavakasaktava尊　D，　ka寧a茎くulma§api孕y誤ka－

67P．　bhak§a甲　 1）．　bhaik§ya増

68paryayeβa　Ca．　paryayepa　yathalabhaln　e§譲m　ekatamena／

69P盃h譲raql　niya亡a甲　D．註hara纐yamaエp

70P．　yat　pravτttyanuvarta1くam　D．　tat　pravr之tyanupUrvakam

71pravτttalp　Ca．　pravζttasya　j膿nasya　anuvartakam，　nopartmd為y浸t　pratyuta　vardhayet／

72　5anair　agnim　illdhayet　N，　indhayet　vardhayet

73P．　lfi盃nendhita甲tato　D．　jfiananvita甲tatha

74vilfi議n盃nugatarp　　Cp．　vijhan盃nugata廻P§astr潰nuprapta王n／　atha　va　vijf振nena　（iUradar§n設dinayoga－

　1abdhenanugata櫛sahitaln　　N．　vij溢analp　buddhis　tadanugatarp

75Prthaktvat　salpPrayogac　ca　Ca．　Pτthaktv盃t　bhedadar§anat　／　sa単prayogat　sa増prayojye　yoge

　prakar§at　N．　pζthaktv盃d　i亡重　／　avasthatray盃t1tam　　api　tatsarpprayuktatvena　gτhpan簸　asayuり

　§a§vatam　a鷺up農dhiln盃之m譲na甲d霞§ayan之a甲na　veda　Deusse倉：Dし毫rch玉solierung　und｝linbebung

　ohl｝e　Murren　erkennt　man　das　E“τige

76tayor　N．　tayoh　pτthakt畷pζthaktvayor　Deussen：vo的e蔦en　beiden［empirischem　Wissen　und
　Nicht－Wisserユ］

77　vayotlto　　N，　vayotlta麺jitakala駆
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ラフマソに到達するのである。

［209章］（罵D．216章，782r784／）

師匠は78切った。

　（！）常に汚れなき79ブラフマチャリヤを行なおうと望む者は，夢の欠点を観察し，睡眠を

　　完金に放棄せねぽならぬ。

　（2）なぜならば個我（dehin）は，夢の中では，ラジャスとタマスに支配され，他の身体

　　を得たかのごとく，記憶をなくして80振る舞うからである。

　（3）探求心のため，知識の実修のために8正途切れなく（anantaram）起きている者は82，

　　認識に専心するがゆえに，眠ることなく83常に起きているのである84。

　（4）この点について，夢の中で対象を享受するかに見える者は一体いかなる存在か，感宵

　　が働きを失っているのに，個我（dehin）が身体をもつかのように存在するのはなぜか，

　　という疑問がある。

　⑤　この点について答える。ヨーガを自在にするバリが認識したことに従って，偉大な聖

　　仙たちは適切に（以下のように）述べている。

　⑥　賢者たちは，感密の疲労によって夢はすべての人に生じる，と欝つた。しかし，マナ

　　ス（心）の働きが失われることによって85，さまざまに（夢を）見るのである86，とも

　　挙った。

　（7）結果に執着する心をもつ者には87，起きている時，意志が存在する。夢の中で，望み

　　を自由にすることがあるとしても，それはそのように心に存在するからである。

　（8）欲望を本性とする者は，無数の輪廻の中でそれ（願望）を88獲得するであろう。一切

　　は心の申に置かれている，と彼の最高の人は知ったのである。

　（9＞それぞれの行為は89，もろもろのグナによっても影響されていると（彼の入は）認識

　　している9。。行為によって心（manas）は形成され，（心に）存在するものが（2）91それ

　　ぞれ（の行為）を（夢の中で）告げるのである92。

78P．　gurur　D．　bh埠ma

79　11i§kahna§arp　　Ca．　ni§kahna§arP，　antar護yanupahatam　　Cn，　niξ｝k二身naln　　Cs，　raganupahatan｝

80P．　apagatasmτt即　D．　apagataspτha恥

81」負an盃bhy註1sad　　Ca．」負anabhy員sad　iti　lyabiQpe　paficaml／tena　jfianabhyasam　uddi鳶ya　jagarata取／

82P．　jagrato　D．　lagarapalp

83　ani§arp　　Cv．　ani§alp　ni§議bh議vo　yath盗bhava繧tatha　sada　j討尋arti

84P．海g紺aty　D．　sa　j湊garty

85P，　tu　pra11natv翫　D．　tv　aprallnatvat感官は疲労するが，マナスの働きが残っていると読むD．の方が，

　夢の出現の説明として適当と思われる。

86　nidar§ana蓋｝玉　N．　nidar§ana退㌃dτ鉱anta摯／

87P．　k議ryavyasaktamanasa摯　D．　k譲rye　vyakta－

88　tat　N．　tat　svapnadyai§varya甲

89　P．yad　yat　tat　kar王na　　王）．　yady　etat　kar！naりa

90P．1議n議ty　upa§即talp　D．　capy　upa銭hitam

gl　bh面tani　N．　bh負悟nl　s漬k§m御i

92　tat　tac　cha！p　santi　N．　tat　tac　chalpsanti　ta1罫tarp　stry盃dyakara夏罫svaPne　nivedayant1ty我rthaり
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⑩従って，ラジャス的弓マス的なもろもろのグナがそれ（心）に近づくのである93。あ

　るいは，場合に応じて直接的結果を生じる94サットヴァ的なグナも（心に近づくのであ

　る）。

（ll）それゆえ，ラジャスとタマスより95生じる（心の）状態によって，体風・胆汁・粘液

　より生じる脈絡のないもの（asalpbaddhan）を（夢で）見るのである96。それもまた

　（現実のことに）合致しない97，と言われている。

（12）（人が）静まった感官によって考える精神的なもののそれぞれを，興奮した夢の中で

　も心の眼は見るのである98。

（13＞心は，あらゆる生き物の中に行き渡り99，障壁なき『ものとして存在している10G。身体

　という心の中に隠された戸を入って（？）精神的なものは101，

⑯　そこにおいて，あるもの・ないもの・あらわれていないものをユ02夢に見るのである。

　そのそれぞれを，（賢者たちは，）一切の生き物の本性にある大我の性質である，と知っ

　ている。

（15）願望（の力）から，心によって自在性の性質を獲得しようと願う者は，それをアート

　マンの威光によって（獲得されると）知るべし。一切の神格は103アー墜マンの中にいる

　のであるから。

（16）同様に，太陽のごとく暗閣の彼：方でタパスを備えた者，（そして）三界の原因である

　個我は104，苦行（tapas）によってかの大自在者に（到達するのである）lo5。

（17）なぜならば，熱力（tapas）は神々によって支配され，熱力を破壊する暗闇

　（tamas）は魔族によって（支配されているからである）。このように，（性質は）神々

　と魔族によって隠されているのであり，それ（を知ること）が知識の特徴である，と言

　われている。

93P．　upavartante　I）．　upasarpanti

94　anantaryagupo（｛aya奪　　Cn．　anantaryaphalodayam，　aaaatararn　eva　sukh盃dyudayo　yatha　sy羅t　tatha

　samapasarpantl　Cs．細antaryaphabdayah　vi正ambita画aloday的／（Cs．は解釈は通常の意味の反対

　　に解している。いずれにせよ，意味は明瞭ではない。）

95P．　ralastamobhavair　D．　ralastamogatair

96P．　pa5yaty　asalpbaddhan　D．　pa§yanty　asa甲buddhya

97P．　duranvayam　D．　duratyayam　Ca．　duranvayalp　vlparltaphalaln　Cn．　duratyayam，　pragvasana－

　prabalyad　yoga憩vina　apariharyanユ　Cs．　prabuddhella　kathayit乳11n　a§akyam

98P．　manodτ§喜iHlirfk§ate　D．　mano　hτ§yan畷rlk§ate

99vyapakalp　　Ca．　vy盃pakataya　m通rta士ve　’py　apratighlak§apaya　avyahatagat童tvat　Cn．　vya茎）akam

　upada貸atv盃t／apratigha甲pratigh琶ta§資nya鵜

100D．はこの句の後に，次の句を挿入して，第13詩節としている。　P．のcd句は，第14詩華のab句となり，

　第14詩節は三行詩となっている。

　　　atl鷺aprabh譲v昌t　ta甲vidyat　sarva　hy　atnユani　devata垣／

101P．　mゑnasarn　D，　m盃nusam

102P．　yat　tat　D，　yad　yat

103　devata垣　　Cv．　devata摯lndriya章｛

104　trailokyaprakτt｛r　dehl　Cv．　trailokyaprakUtirp　trai至okyakaraparn　　N．　tatrobhayavidhabrahma－

　bhavarp　dehina　aha　trailokyeti／dehi　jivas　tra重lokyaprakζti麺kara導alp　brahmety　artha奪　Deussen：

　die　alle　drei～Ve1七en　erschaffende　Seeie

105P．　tapasa　talp　mahe§varam　D．　tamaso’nte　ma鼓e§varaり
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（18）サットヴァとラジャスとタマスと，神々と魔族の性質を人々は知っている。神々の性

　質はサットヴァ，他の二つは魔族的性質であると知るべし。

⑲　ブラフマンは，最高にして，不死であり，光輝であり不滅であると知るべし鵬。高め

　られた1。7自己をもって（このように）知る者は，最高の境地に赴くのである。

（20）知識の眼によっては，原因をもつものまでは述べることはできる。しかし，感官の綱

　御によって108未顕現の109ブラフマソを知ることができるのである。

［210章］（＝D．217章，7842－7880）

師匠は110言った。

　（1）四種のものを111知らない者，そして顕現と未顕現という監12最高の聖仙が達したl13真

　　理を知らない者は，最高のダルマをm知らない者である。

　（2）顕現したものは死に向かっており，未顕現のものは不死の場所であると知るべし。ナ

　　ーラーヤナ仙はかつて，活動を特徴とするダルマを語った。

　（3）動くもの動かぬものという三界のもの一切はここ（活動を特徴とするダルマ）におい

　　て存在している。これに対し，停止を特徴とするダルマは，未顕現にして永遠なるブラ

　　フマンである。

　（4）するとブラジャーパティは活動を特徴とするダルマを語った。活動とは再び生じるこ

　　とであり，停止が最高の境地である。

　⑤　停止（のダルマ）を最高のものとし，知識の真実を専らとし，常に善悪を観察する聖

　　者は，その最高の境地に至るのである。

　㈲　このように，これら未顕現のものとプルシャの両者が認識されねぽならない。未顕現

　　のものとプルシャとは別のものは，より大きいn5。

　（7）賢者は特にその彬違を観察すべし。この両者は，始まりと終わりがないli6。またこの

　　両者は，目印がないのであるl17。

106　P．vedyam　　I）．　j蟻analn

107bh置vit琶tln漬na＄　Cp．　bhゑvit譲tm盃no　dhyanasal罫skτtatmanaり　　Cs．　tapasa§ud（ihabuddhaya垣

108　pratyaharepa　va　　Cp．　pratyahare13a　bahyav｛§ay盃d　uparateξ∋v｛lldriye§u　　Cs．　pratyahareゆa　yogena

　Cv、　pratyゑh員re｛1a　v｛婁ayebhyo　nivrttya

109　王）．avyaktal夢　　D．　ak§aral拳

110P．　gurur　D．　bhi§ma

111　catu§ζayarn　　Ca，　catu§套aya1ηsattvaraja§奮aln議rpsi　atn、a　cet｛　Cn．　catu§tayaIP　P嚢rvoktaIp　dζ§ζanta－

　bhata“隈　svapnasu§uptyゑkhyaIp　　dvayalp，　dar§t置11tika甲　　ca　sa暮upallir慕upabrahinabhavakhyalp

　dvayarn　iti　catu讐ayam　　Cp．　catu碑ayarP　gupapuru§adehaprakτt｛r霞panユ　Cv．　catuξ｝tayalp　veda－

　catu§tayarn
112　P．　vyakt盃vyakte　D．　vyak籐vyakta単

／13P．　sa甲praptarp　D．　sa甲Proktalp

114P．　dharmam　D．　brahma

115mahattaram　N．　mahattaram　i6varam　Dtlessen：das　h6chste　Brahman

116anadyan掘v　ubi、avこの表現とBhagavad　Glta　13．19b　a醸dI　ubhav　apiとの類似は，　Haasによって振

　摘されている。（Haas［1922］No．808，　p．42）

／17　alihgau　　Ca．，　Cn．：aliflgau　nユ盃n盃ntarゑvi§ayau　　Cs．　a§arirau
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（8）両者は永遠で微細であり’18，そして大きなものよりさらに大きいのである。両者には

　このような共通性があリラまた別に相違がある。

（9＞知田者の特微はl19，創造の性質をもち三種の存在からなる120根本原質とは反対である

　と知るべし。

⑳　（知切者の特徴は，）根本原質の変異物の見者であり性質に伴われていないことであ

　る。これら二つのプルシャは，翻印がないために把捉できず，また（両者は）集合した

　ものではない12！。

（1D（対象とプルシャとの）結合による目邸の発生は，（過去の）行為より生じる122ものと

　捉えられる’23。行為を引き起こす感官によって行為者は，それぞれの行為を行なう。彼

　（行為者）は言葉と名称によって述べられ，（すると）「私は誰か，これはまた誰か」と

　問うのである。

（12）ターバンを巻いている者は，三種の124衣服によって（頭が）覆われているのと同様

　に，個我（dehin）は，サットヴァ的・ラジャス的・タマス的なものによって覆われて

　いる。

㈱　従って，四種のものは，これらの原因によって覆われている，と知るべし（P）。（この

　ことを）正しくありのままに知るならば125，最後の日舞に！26迷うことはない。

（14）神聖にして吉祥なるブラフマンに127達することを願う者は，喬葉と心によって128清浄

　となり，身体に関する厳格な規定に基づいて，汚れなき苦行（tapas）を行なうべし。

㈱　三界は内部で輝く熱力によって満たされている。太賜と月は，熱力によって天に揮い

　ているのである。

㈱　苦行（tapas）の熱が129知識であり，知識は世間でタパスと呼ばれているのである。

　ラジャスとタマスを破壊する行為，それが熱力の固有の目印である。

（17）ブラフマチャリヤと不殺生は，身体に関するタパスと言われ，言葉と心の隣町は，同

　様に130精神的なタパスと言；われている。

（18）規定を知る再生族のために，摂取される食べ物は制限される。食事の制御によって，

　このラジャスより生じる悪は滅するのである13㌔

118P．　nityau　s嚢k§rnatarau　D．11ityav　avicala疑　cf．Liopki監｝s［Grea七Epic］pp．／34，f二｝．1，182

119P．　ca｝aksa藍、am　　D．　svalaksanam

120　P．　trividhasat毛vaya　D．　tri零u導adharmaya　cf，r玉opkfn＄〔Great鷺picコp．II乳fΣ｝ユ

121P．　asalnhitau　D．　asamhatau

122P．　kar鵜aja　D．　karma⑫

123　P．gUhya之e　yaya　　D，　gUhya之e　yath盃

124　tribhi球　　Ca，　tr三bh海paridhar｝ac　ch漬dano§り1§ai摯　　CI1．之riblln3　s£h食lasUk§n隈akara阜adehai麺　　Cp．　Pari－

　dheyot宅ariyO§Qf§ai駆

三25yathasa1き、節。　N．　yathasaIpj五aりukta＼渚idha船卸analユユanatikranta摯

圭26　arltakaie　　N．　antaka重e　s｛ddh農ntakale

／27　bra難lna　　Ca．　d｛vy設rp　lakξ～lnτnユ，　bra至ユ111ai茎くatva飛ユ　Cn．　d｛vyalp　d至vi｝藁ard誠k盃蕊e　brahlnapi　bhavaln

圭28　P．brahIna　valln儀a碧as展　　D．　varslnavav須1隈叢nanas讃

美29P．ρratapas　D．　praka§as

烹30P．　s誠lnyalp　D．　sa1｝ユya負

亙31　王）．Ra§yati　亙）．忌a…儀〕yat｛
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㈲　この者の鋤焼は，対象に対して嫌悪に至る。それゆえ，この世界で必要がある限りの

　董を三32取るべし。

（2①苦しみを離れた者は，臨終に際して精力が優勢となるので133，静かに（知識を）獲得

　するであろう（Pkuryad）。このように，集中した心によって，その（解脱への）知識

　は生じるのである脳。

⑳　ラジャス（の優勢）によって，この個我は身体をもちつつ，音声（が虚空を彷裡う

　か）のように，彷縷うであろう135。（しかし）結果によって惑わされない考えをもつ者

　は，離欲によって，根本原質にとどまるのである。（そして）身体を離れて以後注意深

　くすれぽ（？）136、（その時こそ）最後の身体から解放されるのである137。

（22）生き物の翻造，そして消滅は，常に粥原因と結びついている。しかし，最高者の観念

　の翻造においては139，常に（この規則をP）超えることはない（P）140。

（23）世界の終末と創造を知り1〃1，転倒なく（P）142座し，堅固に143身体を保持…し，理性によ

　って把捉された心をもつ人々は幽，もろもろの（感官の）場所から離れつつ，微細な：故

　にそれら（気息や感官）を瞑想するのである三45。

㈱　それが伝承に従うすべてである（？）。理性によっては，まさにそれこそが知られない

　のである146。（そのために）身体の終りに，ある人々は，自己を清め（欲望などの）よ

　り所なく147専心し，ある人々は，心の保持によって（dh激論aya）集中し，ある人々は

　有（satta）を崇拝するのである三48。

132　yavad　atra　　Cs。　y盃vad　atra　prayojanalp，　yavat展§ariradhara娘a！筑

133　P．vayotkar§盃。　D．　balotkar§員c

134　P，lfi議naqユta（玉utpadyate　】：）．　j溢盃na1P　yad　utpadyate　　NL　tat　j肖ana1ηalltak盃le　balotkarξ｝at　kuryat

　yal　jfi盃na甲yogayuktena　manas巨§anai取upapadyate　ity　anvaya摯

135王），rajasa　capy　ayalη（玉ehi　dehavan§abdavac　caret　D，　rajovarjyo’py　aya単dehf＿＿　Ca．　rajaseti，

　cakar議t　tanlasa　ceti　bQddhavyanl／yadi　rajasa娘drekat亡attvaj溢anal憐110deturμ1abhate／§abdavad

　vedavad　yatha　vidhir　bhavati　tatha　tvaret（～caret）／6abdavatについてはHopklns　l1922］1）．346参

　照。

136議dehad　apramadac　ca　N．　a　deh記dehap置tav　adhi　apramadad　anavadh盃1｝atvadyah置v甑t

137第21詩節から第25詩節に関しては，　Hopk｛ns〔Great　Epic］p．160，f11．1参照。

138P．　sa（iotsar幕。　D．　sada　sargo

13g　parapratyayasarge　Cn．　parapratyaysarge　　5udd｝｝a1）rahmas議k＄atkarodaye　　Cv．　paraln羅tma－

　j負ゑnodaye
140　P．　niyata！p　nativartate　王）．　n｛yatir鳶anuvartate　王）．の「この制限は当てはまらない」という方が，わ

　　カ、りや一づ鞠し、。

141P．1）hava鷺taprabhavapraj鳶a　D，　bhavantapr乏1bhava里）ra沁a

142viparyaya甲　Deussel像：unentwegt（avil）aryayam）

／43　dhrtya　　Cn。　dhζty昌asanadyapracyuty盃

144　P．buddhisa単k§iptama鷺as羅取　　D．一sa増k§iptacetasaね　　N．　buddhya　salpk＄iptaエp　vi§ayebhya恥praty－

　ahζta甲ceto　yas　te

！45sUk§matvat　t琶n　up盃sate　N，s通k§lnatv議t　annamayapek§ay盃t漬n　pr的el董driyad1n　upasate言tmatvena

　ClntayantI
146P．　yathagama甲ca　tat　sarva甲buddhy議tan　naiva　budhyate　D．　yathagama甲gatva　vai　buddhy盃

　tatraiva　buddhyate
147　P．　nira§raya尊　D．　nlra§rayam　Cp．　nira§raya　iti　p説he　k袋marthadyan註§raya13／

148　P．yukto　dharapay盃ka§cit　satta！p　kecid　upasate　D．　yukta塁、（！h譲raQaya＄anlyak§ataり1｛ecid　upasate



46　　　　　　　　　　信州大学教育学部紀要NQ　94

（25＞（彼らは，）雷光と呼ばれる不滅の最高の神に至るであろう。（cf，Val．salp．32．2，　Kena

　Upβ29）なぜならば，臨終に際して瞑想する者は149，熱力によって罪を焼き尽くして

　いるのであるから。

㈱　これら偉大な：人々はすべて最高の境地に赴く。彼等の微細な特徴を（vi§e§a聡m）聖

　典を眼として観察すべし。

（27）（未顕現の？）最高の身体ば50，解放され，住処なく，虚空のごとく151心の保持に専

　心した心をもつと知るべし。

（28）死すべき世界から解放され，知識と結びついた心をもった’52汚れなき人々は，ブラフ

　マンとなって最高の境地に赴くのである。

㈱　欠点なき不動の知識が生じた人々は，清浄となり，力に応じて，もろもろの最高の世

　界に赴くのである。

⑳　至尊にして不生，未顕現と呼ばれる，神聖なヴィシュヌに，清浄な知識に満足し，願

　望なき人々は実際に赴くのである。

⑳　この揺るぎなき人々は，バリが自己にいることを認識して，（この世界に再び）戻る

　ことはない。その最高の場所に達して，不滅・不動を喜ぶのである。

（32）このような認識が存在する，そして存在しないという限り’53，渇愛に縛られたすべて

　の世界は，ろくろのごとく回転するのである。

（33＞蓮の葉の端にある糸は，蓮の葉のあらゆるところにあるのと同様に，始めも終わりも

　ない渇愛の糸は常に体の中にある。

（34）織物師が，針で糸を布に入れるのと同様に，輪廻の糸は渇愛の針によって止められて

　いるのである。（cf．猛opkins［Great　Epic］p．！61，fn，1）

（35＞変異したもの，根本原質そして恒常なるプルシャを，ありのままに認識する人は，渇

　愛を離れ解脱するのである。

㈱このように，多湿ナーラーヤナは，生き物に対する同清のために，不死の光輝を，世

　界の幸福を154詠ったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998年4月30輩｛受理）

／49P．　uP議salm盃s　D．　upasante

150　P．deha三夢tu　　D．（1eh盃ntalユユ　Cr圭．　dehantaln　avyaktalayad圭玉i§ζa茎｝anユ／dehalp　tu　iti　paζhe　avyakta！n

　eva　　Cp．　de簸a婆㌃．．．　vilnuktaq｝jlvannユ娘ktanユ／

151　antar量k§ad　anya之ararp　Ca．　antar1k§ad　anyataraln，　ak設§avad　ava§ζhitaln　　Cn．　antar至k§alp　har－

　d巨k盃§a駐／　Deussen＝als　voll　Luftraum　noch　versd｝ieden［ar｝Gr6sse］

152P．　vidy盃sa甲yuktama鴛asab　D．　vidy員salpsaktacetasa奪

153ast1　ca　n員st｛ca　Ca．　asti　sattaya　n｛rucyate／etad　eva　ca　nasti　anyav》噸vτttimukhena　ast難Ulam

　apv　ity盃dlna　vedante鐙cyate　C熱．　asti　ca　nasti　cety　allirvacanlyam　ity　uktam　Cs．1§var琶nugτ一

　hltanゑrn　asti　ta之。’nyeξ頂lp　n盃sti

154P．　jagato　h重ta単　　D．　jagato　gat量b


